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このたび, 掲題の検査項目（外注）について, 現行試薬の販売中止に伴い検査内容を変更いた

します. 診療科のみなさまにはご理解のほど, よろしくお願いいたします. 

2022年 12月 1日（木）～ 12月 28日（水）：新旧並行報告 

2023年 4月 3日（月）受託分から：新法のみ報告 

甲状腺刺激抗体（TSAb） 
検査方法変更のお知らせ 
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検査部サポートライン（PHS：2147） 

検査部：増田（PHS：2144）・石田（PHS：6386）・西山（PHS：2141） 

 検査項目 変更内容 新 旧 

1042 

5G300 

甲状腺刺激抗体 

（TSAb） 

検査方法 バイオアッセイ法 EIA 

基準範囲（単位） 110 未満（%） 120 以下（%） 

報告範囲 92 ～ 9,999,000 0 ～ 9,990,000 

留意事項 
溶血検体では測定値が低

下する場合があります 
（該当なし） 

● 変更となる検査項目 ：以下掲題の通り 

● 検査場所 ：LSIメディエンス（外注） 

● 新旧並行報告について 

明年4月からの検査方法変更に先立ち, 2022年12月の期間のみ新旧の検査方法で測定した結果

値を並行して報告します. 検査オーダー方法に変更はありません.  
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現行試薬の販売中止に伴い, 測定試薬を同一メーカーが販売するバイオアッセイ法試薬に変更

します. 新試薬はヒト由来のTSH受容体を使用しており, 現行試薬に比べ甲状腺TSH受容体に対す

る刺激活性をより反映します. また, 未治療バセドウ病や甲状腺眼症における抗体検出能が向上し

ます. これに伴い, 測定試薬の添付文書記載値を新基準値とします. 

● 新旧検査法の相関と判定一致率 

LSIメディエンス検討 

● 新試薬による各種甲状腺疾患におけるTSAb活性の分布 

カットオフ110 

田上哲也ほか：医学と薬学 . 2022, 79(8), p.1087-1095.  

甲状腺刺激抗体（TSAb） 
検査方法変更のお知らせ 

22-049（2022 Nov.） 


